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令和３年度 市川市公民館主催講座運営方針（案） 

 

市川市教育委員会 
生涯学習部 社会教育課 

 

市川市公民館は、社会教育法の理念に基づき、市川市教育振興基本計画に掲げる「“自分ら

しく輝くための学び”の環境の実現と学びのセーフティネットを構築する」ことを目指して、地域住

民に多様な学習機会を提供することにより、生涯学習の推進を図る。同時に、同基本計画で施策

とする「公民館を活用した地域の学習拠点づくり」を目的として、住民の交流を促進し、地域課題

に関心をもって学習活動ができるよう情報の共有・提供に努める。 

また、ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーク・サービス）を活用して時間や場所の制約に捉われず、多く

の住民が学習活動できる機会の提供に努める。 

併せて、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、マスクの着用や、公民館入館時の消毒、密

集・密閉・密接を避けた使用基準や、使用後の机・椅子の消毒など、安心安全に講座を受講でき

る環境の提供に努める。 

 

１．主催講座に対する基本的な考え方 

公民館を活用した地域の学習拠点づくりのため、教養の向上・健康づくり・子育て支援・地域

社会とのつながりを意識した主催講座を実施するとともに、地域住民が地域を支える団体と出

会い、つながる機会を提供し、地域への愛着や関心を育むことができるよう、公民館周辺の特

色や人材を活用した「地域交流イベント」を開催する。  

受講者が学んだ成果を活用できるよう、サークル活動や地域活動への参加を支援する。 

（１）公民館講座の実施 

前期（４～９月）については、新型コロナウイルス感染防止の観点から公民館での講座は休止

として、オンライン講座を実施していく。新型コロナウイルス感染拡大状況に留意したうえで、

後期（１０～３月）の開催を実施していく。 

･地域における課題やニーズを把握し、市の施策をふまえた内容に取り組む。 

・夜間や土曜・日曜の講座、保育付き講座の開催により、様々な立場の住民へ受講の機会

を提供する。 



第２回市川市公民館運営審議会 議案（１）－１ 
 

2 
 

・講座の目的や内容に応じて、効果的な講座を企画する。 

※前期・後期のオンライン講座・公民館講座を通じて、学習内容別大分類（４ページ参照）か

ら分類ごとに、必ず１つ以上各館で実施すること。 

 

（２）オンライン講座の実施 

  新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、新たな生活様式に対応するため、従来の主

催講座に加えて、公民館に来館しなくても講座を受講することができるよう、市川市公式

YouTube チャンネルなどを活用してオンライン講座を実施する。受講者の都合に合わせてい

つでも視聴できる環境を整備することで、受講の機会を増やしていく。 

・今まで公民館講座に参加することが難しかった社会人の方などに対して学習の機会を提 

供する。 

・市公式 YouTube チャンネルを活用して講義を視聴する講座や、Zoom などを活用して講

師と対話しながら受講する講座など、講座の内容によって手法を使い分ける。 

・それぞれのメリットを生かした講座を実施して、より質の高い社会教育の機会を与えられる

よう取り組む。 

 

（３）講座の学習成果を生かせる機会の提供・支援 

・公民館から積極的にサークルの案内や今後の活動に繋がる情報提供等を行う。 

・文化祭など、講座で得た学習成果を発表する場を設ける。 

・公民館で活動するサークルとも連携を図り、講座からサークルへの継続的な学習、サークル

から講座へ学習成果を還元できる流れを作る。 

（４）よりよい講座を目指した事業評価 

・ 全講座共通の受講者アンケートを実施する。 

・ 受講者アンケートをもとに、終了した講座を分析し、講座の運営上の課題検証を行う。 
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２．主催講座におけるテーマ設定と取り組む内容 

（１）テーマの設定 

     ○全館共通のテーマ  「学校・地域との連携」 

教育振興基本計画において施策として「公民館を活用した地域の学習拠点づくり」が掲げ

られ、学校や地域の人材を活用し、連携を図ることで地域に密着した公民館の運営に取り

組むこととされていることから、各館の講座や地域交流イベントを通して、学校や地域との

連携を図る。 

学校・地域との連携の例 

 

＜連携の内容＞ 
・地域課題の掘り起こし ・・・・ 学校や地域住民の団体等から情報収集し、講座の企画に活かす 

・地域の人材の活用  ・・・・ 学校教員や地域で活動する人材、公民館で活動するサークルを講師

等で活用 

         ※ 地域に根ざした事業者（創業・本社・工房・商店街など） 

         ※ 全国展開している企業の支店や活動拠点が市外の人材を除く 

・受講者の募集  ・・・・ 自治会の掲示板や回覧版の活用。受講対象者や内容に応じて学校・ 

        地域の施設や団体に講座案内を配布 

・講座の企画運営 ・・・・ 学校・地域と協働し、講座を企画・運営する 

・イベントの開催 ・・・・ 公民館周辺地域の人材や特色の活用、学校・地域との協働、学校 

        施設・地域施設の活用 

 

＜連携の対象＞ 
・連携先となる学校 ・・・・ 幼稚園、小・中・高等学校、特別支援学校、大学、各種専修学校等  

        PTA・学校運営協議会等、各学校の関連団体を含む 

・連携先となる地域 ・・・・ サークル、自治会、子ども会、高齢者クラブ、ＮＰＯ団体、 

        ボランティア団体、地元商店会、医療機関、福祉施設、保育園、 

        こども館、放課後保育クラブ等 

 

○公民館ごとのテーマ 

地域の課題や学習ニーズ、公民館の立地・環境・施設の特徴等をふまえ、各公民館が 

独自の年間テーマを設定し、講座等を企画・運営する。 
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（２）取り組む内容（課題分類） 

教育振興基本計画に基づき、地域の課題及び住民の学習ニーズを把握し、年度内に、下

記の 【1】 ～ 【5】 の各分野に取り組む。 

 

学習内容別分類   
            ＊【1】から【4】までの区分は千葉県社会教育調査に合わせています。 

 

【１】教養の向上  
① 外国語や外国の文化・習慣を学ぶ講座 

② 文学・歴史・自然科学・心理学等を学び、幅広い教養を身につける講座 

③ 伝統文化や芸術の鑑賞等をとおして、人生や生活を豊かにする講座 

④ その他、さまざまな知識の習得やテーマ研究をとおして教養の向上を図る講座 
⑤ 華道・茶道・芸能・音楽・書道・美術・手工芸・囲碁・将棋等、制作や技法習得の講座 

⑥ パソコンやスマートフォン、タブレット等の基礎的なＩＴスキルを身につける講座 

 

【２】体育・レクリエーション 

① 運動・レクリエーション等を通じて、健康な心と身体づくりを促進する講座 

 

【３】 家庭教育・家庭生活 

① 未就学児の親子や子育て期の親等を対象とする子育て・家庭教育を支援する講座 

② 子どもの体験活動や実践活動、地域との交流を促進する講座 
③ 生活習慣病の予防や食育等、健康的な家庭生活に役立つ講座 

④ 介護や看護に関する技能や知識・制度等を学ぶ講座 

⑤ 住環境や家事・生活設計等、暮らしの知恵を学び、良好な家庭生活を促進する講座 

 

【４】職業知識・社会連帯意識 
① 職業に関する知識習得や就労の支援に役立つ講座 

② 政治・経済・国際情勢等、社会の構成員としての自覚を育む身近な社会問題への理解 

③ ごみ問題や自然保護等、環境保全について学び考える機会となる講座 

④ 男女共同参画への支援や、人権問題への理解につながる講座 

⑤ 高齢者の生きがい、仲間づくり、地域活動への参加を促進する講座 

⑥ 市内及び県内の歴史や文化・自然を学び、郷土の誇りや愛着の心を育む地域づくりにつな

がる講座 

⑦ 障がいを持つ方への理解を深め、支援や交流を行うきっかけとなる講座 

障がいのある人も一緒に参加できる講座 

⑧ ボランティア活動への参加のきっかけとなる講座 

⑨ 防災・防犯対策等、地域住民の安全な生活に関する知識を深める講座 

 

【５】地域交流イベント 

① 公民館で活動するサークルや、公民館周辺の地域や学校との連携を図り、世代間交流の促

進等の機会となるイベント 

② 公民館周辺地域の住民の集いの場となるイベント 



５ 
 

 

 

基本となる主な計画 

市川市総合計画 

【基本理念】 「人間尊重」「自然との共生」「協働による創造」 

【基本目標】  真の豊かさを感じるまち 

[第３節] 生きがいを見いだす、いきいきとした生涯学習社会を

つくります 

 

 

市川市教育振興基本計画（第３期 平成３１～令和５年度） 

基本理念 「人をつなぐ 未来へつなぐ 市川の教育」 

基本的な考え方 

１多様な人との関わりを大切にして、個人の自立を促すとともに、社

会の一員としての自覚を養う教育を進める 

２一人一人が、主体的に学び、個性を伸ばし可能性を広げることので

きる教育を進める 

３学びや育ちの連続性と社会との連携を強化し、豊かな人間性を育む

教育を進める。 

以上の基本理念と基本的な考え方をふまえ、家庭・学校・地域の連携・協働の下、市川市が取

り組む教育政策の方針を次の３つに定めた。 

【方針１】 

  感性を豊かに働かせ、社会の中でたくましく生きていくことのできる子どもを育てる 

【方針２】 

“自分らしく輝くための学び”の環境の実現と学びのセーフティネットを構築する 

【方針３】 

社会の変化を見据えた教育環境の整備を図り、市川の質の高い教育を推進する 

 

（目標６） 

人生１００年時代を見据えた“自分らしく輝くための学び”を推進する 

具体的な施策として「公民館を活用した地域の学習拠点づくり」が主な施策として挙げられ、

地域の学習拠点として、公民館に対する各地域のニーズや実態を把握し、公民館の持つ機能の

有効利用を図るとともに、学校や地域の人材を活用し、連携することで地域に密着した公民館

運営をすることとしている。また、主な事業として「公民館主催講座活動事業」が位置づけら

れている。 

公民館の主催講座と市の各種計画   
   

第2回公民館運営審議会 
議案（１）－２ 



                  ６ 
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  議案（１）－３ 
◆ 法令上の公民館主催講座事業の位置づけ  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

その他参考法令 

・教育基本法  第 3 条  生涯学習の理念 

第 12 条 社会教育 

第 13 条 学校、家庭及び地域住民等の相互の連携協力 
・社会教育法  第 32 条 運営の状況に関する評価等 

社会教育法 

平成２０年６月改正 
第五章 公民館  

（目的） 

第２０条 公民館は、市町村その他一定区域内の住民のために、実際生活に即する教育、 

学術及び文化に関する各種の事業を行い、もつて住民の教養の向上、健康の増進、

情操の純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することを目的とする。 

（公民館の事業） 

第２２条  公民館は、第２０条の目的達成のために、おおむね左の事業を行う。但し、 

この法律及び他の法令によって禁じられたものは、この限りでない。 

一． 定期講座を開設すること。 

二． 討論会、講習会、講演会、実習会、展示会を開催すること。 

三． 図書、記録、模型、資料等を備え、その利用を図ること。 

四． 体育、レクリエーション等に関する集会を開催すること。 

五． 各種の団体、機関等の連絡を図ること。 

六． その施設を住民の集会その他の公共的利用に供すること。 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 公民館の設置及び運営に関する基準 
                                  平成15年6月 文部科学省 

 （地域の学習拠点としての機能の発揮）   

第３条 公民館は、講座の開設、講習会の開催等を自ら行うとともに、必要に応じて学校、社会 

教育施設、社会教育関係団体、NPO（特定非営利活動促進法（平成 10 年法律第 7 号） 

第 2 条第 2 項に規定する特定非営利活動法人をいう。）その他の民間団体、関係行政機関 

等と共同してこれらを行う等の方法により、多様な学習機会の提供に努めるものとする。  

２ 公民館は、地域住民の学習活動に資するよう、インターネットその他の高度情報通信 

ネットワークの活用等の方法により、学習情報の提供の充実に努めるものとする。  

 

（地域の家庭教育支援拠点としての機能の発揮）  

第４条 公民館は、家庭教育に関する学習機会及び学習情報の提供、相談及び助言の実施、交流 

機会の提供等の方法により、家庭教育への支援の充実に努めるものとする。  
 

（奉仕活動・体験活動の推進）  

第５条 公民館は、ボランティアの養成のための研修会を開催する等の方法により、奉仕活動・ 

体験活動に関する学習機会及び学習情報の提供の充実に努めるものとする。  

 

（学校、家庭及び地域社会との連携等）  

第６条 公民館は、事業を実施するに当たっては、関係機関及び関係団体との緊密な連絡、協力等 

    の方法により、学校、家庭及び地域社会との連携の推進に努めるものとする。  

２ 公民館は、対象区域内に公民館に類似する施設がある場合には、必要な協力及び支援に 

努めるものとする。 

３ 公民館は、その実施する事業への青少年、高齢者、障害者、乳幼児の保護者等の参加を 

促進するよう努めるものとする。  

４ 公民館は、その実施する事業において、地域住民等の学習の成果並びに知識及び技能を 

生かすことができるよう努めるものとする。  



事　務　事　業 概　　　　　　　　　要

1 　市民の身近な生涯学習施設として供するため、施設の性能維持と安全 93,363

公民館維持管理事業 　性確保・適切な保全等を行った。 予算現額 100,312

　・施設数　16公民館 不用額 6,949

　・施設管理委託料等

　　　建物等清掃業務委託、空調設備保守点検業務委託ほか 15業務実施

2 ○  公民館運営審議会 186,870

公民館運営事業 　館長の諮問に応じ、公民館における各種事業の企画実施につき、調査 予算現額 190,497

　審議した。 不用額 3,627

    ・ 公民館運営審議会委員　10名　

　　・ 開催回数　年2回

○公民館運営に係る職員雇用

　　・ 嘱託館長　　8名　（公民館長20名のうち）

　　・ 社会教育指導員　日勤担当　　99名 

　　・ 社会教育指導員　図書担当　　 7名 

　　・ 社会教育指導員　夜間担当　  32名

　　・ 夜間窓口等業務委託

○事業用機械器具費

　各施設の机・椅子等の備品整備、老朽化した備品を更新した。

3 ○  公民館主催講座 （年２回 前期・後期） 7,413

　生涯学習推進のため、幅広い世代を対象に現代的課題を盛り込んだ 予算現額 7,995

　講座を提供した。 不用額 582

　　・ 開催数　　　　　　294講座　（社会教育課特別講座 2講座を含む）

　　・ 講師謝礼金　　5,494千円

○  公民館講座情報紙（ ミーティアムガイド）の発行

　年２回配布

○ 文化祭

　公民館サークルの学習成果の発表の場及び地域住民との交流の場と

　して、利用者団体と協力・協働し開催した。

4 ○　施設修繕料 123,564

公民館営繕事業 　各施設の老朽化が進み、修繕箇所が年々増加しているため、緊急性 予算現額 126,000

　等を考慮し計画的・効率的に修繕を行った。令和元年度は畳表替えや 不用額 2,436

　トイレの洋式化等利用環境の改善に重点を置いた。

○　改修工事費

　施設の安全性・快適性・長期保全の視点から計画的に建物及び設備

　等の改修工事を行うもの。令和元年度は、東部公民館において空調

　機の改修工事、柏井公民館において歩行者用出入口整備工事、

　本行徳公民館においてエレベーター及び外壁等改修工事を実施した。

411,210

予算現額 424,804

不用額 13,594

公民館主催講座
活動事業

決算額（千円）

合　計

令和元年度 公民館事業報告　　　　　　　第２回市川市公民館運営審議会　報告（１）－１



令和元年度 市川市公民館主催講座開催状況表
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鬼高 16 39 299 541 327 666 1.7 1 3 12 6 1 1 2 14 6 6 3 1

信篤 17 40 259 642 294 583 1.9 3 14 14 3 14 3 4 2 2

東部 18 42 432 720 494 1,023 1.7 1 17 12 4 6 12 3 2 1 2

柏井 18 45 284 505 327 659 1.3 2 1 15 6 1 1 4 14 5 1 1 3 1 2 2

大野 20 41 316 603 343 608 1.9 3 3 2 12 12 0 7 13 2 2

若宮 15 28 288 456 300 459 1.4 1 1 13 6 2 1 7 8 3 2 1 1

市川 16 41 271 894 320 645 2.2 2 3 11 11 1 6 10 2 2 1 1 1

西部 18 36 410 632 457 722 1.5 5 13 13 2 3 2 16 5 1 4 3 1

市川駅南 16 40 358 620 334 727 1.9 2 2 12 7 1 4 12 6 2 2 2

曽谷 21 50 377 796 533 872 1.7 2 2 1 4 12 9 1 1 5 16 7 3 3 1 1 3

行徳 31 61 566 1,217 650 1,056 1.8 1 30 12 0 9 22 6 3 3 1 2 1

本行徳 16 35 236 463 258 522 1.9 2 2 12 7 0 1 2 7 9 7 2 2 3 1

幸 11 26 144 245 143 298 1.7 11 6 0 0 7 4 4 2 2 1
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第２回市川市公民館運営審議会 報告（２）－２ 

事業報告 

 

社会教育課特別講座 「地域デビュー  出会いと学びのひろば」   

 

 令和元年度後期開催 

 

１．日 程 令和２年２月８日（土）、２月２２日（土） 全２回 

２．場 所 行徳公民館 

３．対 象 成人一般  定員２０名 

４．企画意図     

地域での活動に参加してみたい人や、興味はあるがきっかけをつかめないでいる人の

「地域デビュー」を支援する。市民活動の実践者を講師に迎え、内容（分野）の異な

るいくつかの活動の魅力を聞き、交流を通して自分に合った活動の見つけ方や参加の

方法を学ぶ機会とする。併せて、各種の活動や団体の情報提供も行う。 

 

5．講 師 

基調講演   荒井 由里 氏   いちかわ市民活動座談会（いちかつまるざ）代表 

活動体験談  菊地 真弓 氏   イクリスいちかわ 

髙橋 信二郎 氏  ＮＰＯ法人 ＳＳＵ市川 

土屋 健一 氏   コーダー道場 市川 

今野 邦夫 氏   ウエスタンマジッククブﾞ市川  

村上 誠 氏     ファザリングジャパンちば 

山﨑 文代 氏   心のふれあいボランティ「フレンズ」 

田中 祥一 氏  行徳郷土文化懇話会 

渡慶次 康子 氏  市川子ども文化ステーション  

森角 武久 氏   緑のみずがき隊 

名倉 ゆみこ 氏  いちかわ市民文化ネットワーク 

 

６．協 力 

ボランティアＮＰＯ課  各種市民活動情報資料「いちぼ 通年版」等の提供 

いちかわ市民活動座談会（いちかつまるざ） 

市民活動団体情報・講師（体験談）の人材の情報の提供 

市川市社会福祉協議会   市民活動団体の情報提供 

 

７．応募者数  受講状況 

 

応募者数 １８名  

受講決定者数 １８名 （男６名 女１２名） 

延べ受講者数 ２３名 （出席率 ６４％） 



第２回市川市公民館運営審議会 報告（２）－２ 

８．学習プログラム 

◍ 第１回 ２月８日（土） 

・基調講演 「このまちで、より楽しく安 心して生きる」 

・活動体験談    子育て世代の支援、支えあい（地域福祉）、子どもへのⅠＴ指導、 

手品で地域交流活動 

・グループディスカッション 講師を交え、少人数での質疑応答や意見交換 

◍ 第２回 ２月２２日（土） 

・活動体験談  父親の子育てネットワーク、傾聴ボランティア、行徳地域の文化    

伝承活動、子どもの体験活動と交流、身近な自然環境学習と野外活

動、多世代の文化活動と障がい者の活動支援 

・グループディスカッション 講師を交え、少人数での質疑応答や意見交換 

 

９．受講者感想 

・いろいろな分野でご活躍されている方がたいへん多くいて驚きました。 

・自分だけでは視野が狭くなってしまうが、様々な角度から見られることがうれしかった。 

・グループディスカッションの方法は要工夫。 

・講師の皆様のすべてのお話がすごくためになりました。 

・地域の現状が知れて勉強になった。 

・出席者が自由に語れてよいと思います。 

・具体的なテーマでのワークなどもあるとよい。 

 

１０．開催状況 

・受講の申込方法はＷｅｂサイトと往復はがきを併用したが、応募の ７０％以上がＷ 

ｅｂからのもので、市川市のイベントポータルサイトが市民に根付き活用されている 

ことが窺えた。 

・受講者の中には、関心のある活動を見つけ、既に始めている方も見受けられた。 

・各回のグループディスカッションは、全ての講師と話せるよう、時間を区切っての入

替制とした。また、２回目のグループメンバーは、初回のアンケートにより、関心の

ある活動分野が類似する人で分けて実施した。 

・各回１５０分（休憩込み）という時間の枠組みの中で多くの講師に登場いただき、

やや繁雑な進行となってしまったが、グループでの話し合いが活発で、受講者から概

ね満足という反応が得られた。 

・急な仕事や体調不良、また、２回目は新型コロナウィルス感染警戒下での開催となり、

欠席する受講者が多くなってしまったことは残念だった。 
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令和２年度 市川市公民館主催講座(年間）開催状況表
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中央 1 1 3/8~4/18 1 1 1

鬼高 1 1 3/8~4/18 1 1 1

信篤 1 1 3/19~4/18 1 1 1 1

東部 1 2 3/19~4/18 1 1 1 1

柏井 1 1 10/16~11/2 1 1 1
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若宮 1 1 1/21~4/18 1 1 1
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公民館オンライン講座実施状況詳細

講座名（配信順） 公民館名 内容 開始日 終了日 視聴回数

おうちで遊ぼう！～親子でわらべうた～① 258

おうちで遊ぼう！～親子でわらべうた～② 133

おうちで遊ぼう！～親子でわらべうた～③ 122

いちかわの梨、自慢し隊！①
市川の梨を始めた川上善六の生涯を紙芝居風
に紹介。

298

いちかわの梨、自慢し隊！②
現在のいちかわの梨を支える農家に直撃イン
タビュー。

225

いちかわの梨、自慢し隊！③
「ドクター梨」こと、農業振興課の職員に豆
知識を伺う。

200

3 いちかわ生き物見っけ隊！ 社会教育課
生活環境整備課とのコラボレーション企画。
行徳の干潟を訪れ、市川に残る自然を体当た
りで紹介。

9月16日 配信中 374

4 50代からのメイクアップ～ステキな自分になろう！～ 柏井公民館
マスクが欠かせない今日に。マスクをしてい
ても映えるメイクをご紹介。

10月16日 11月2日 293

5
いちかわまるっと応援！
いまどき★キャッシュレス決済で便利生活

社会教育課
商工業振興課とのコラボレーション企画。
商工業振興課のキャッシュレス決済普及促進
事業を紹介。

11月20日 12月28日 191

6 コロナに負けるな　青空ヨガで心も体もリフレッシュ 本行徳公民館
コロナ禍における運動不足をヨガで解消。
公民館職員が本行徳公民館周辺の見所も紹
介。

12月9日 12月28日 303

新成人と学ぶ公民館オンライン講座
おしえて！身近にあるあるくらしのトラブル①

成人式実行委員会・消費生活センターとのコ
ラボレーション企画。
初回割引キャンペーンの落とし穴について注
意喚起。

154

新成人と学ぶ公民館オンライン講座
おしえて！身近にあるあるくらしのトラブル②

同上。儲け話（マルチ商法）への注意喚起。 69

新成人と学ぶ公民館オンライン講座
おしえて！身近にあるあるくらしのトラブル③

同上。契約について学ぶ。 85

新成人と学ぶ公民館オンライン講座
おしえて！身近にあるあるくらしのトラブル④

同上。詐欺メールへの注意喚起。
実際にアクセスしてみた。

92

8 万病予防・改善予防ができる体操～自彊術～ 若宮公民館
日本古来の体操「自彊術」を公民館サークル
が紹介。

1月8日 配信中 425

9 おうちで手軽に！うち楽ピラティス 鬼高公民館
コロナ禍における運動不足をピラティスで解
消。おうちでできる簡単な動作を紹介。

3月8日 配信中 146

10 災害に備えよう！段ボールトイレを作ってみましょう 中央公民館
東日本大震災から10年に際し、今一度防災意
識を喚起。災害時に簡単に作れるダンボール
トイレを紹介。

3月10日 配信中 52

災害時の料理をつくってみよう！～ポリ袋クッキング～① 47

災害時の料理をつくってみよう！～ポリ袋クッキング～② 29

災害時の料理をつくってみよう！～ポリ袋クッキング～③ 26

12 市川公民館から巡る　ほっとひといき真間散歩 市川公民館 市川公民館周辺の魅力を、公民館職員が紹介。3月17日予定

13 モンゴルの響き　馬頭琴の調べ 信篤公民館
市内在住であるモンゴルの民族楽器「馬頭
琴」奏者による演奏を紹介。

3月25日予定

14 ベートーヴェンの激動の生涯とピアノソナタを探る 東部公民館
ベートーヴェン生誕250年に際し、その生涯
とピアノ技法等をプロのピアニストが解説。

3月25日予定

15 家事をしながらでもできる“おいしいピラティス” 幸公民館
コロナ禍における運動不足解消に、家事をし
ながらできる運動を紹介。

3月25日予定

16 癒しのオカリナ　美しい音色を楽しもう 大野公民館
制作や種類などのマメ知識も交えながら、楽
器の魅力にふれる。

3月25日予定

17 来て、見て、学ぼう　曽谷公民館 曽谷公民館 曽谷公民館周辺の見所を、公民館職員が紹介。3月25日予定

18 折り紙教室 西部公民館
おうち時間に簡単に楽しめる折り紙を、公民
館職員が紹介。

3月25日予定

19 バルーンアート 行徳公民館 調整中

20 菅野今昔紙芝居 菅野公民館 調整中

21 やってみよう！身近な生活英会話 社会教育課
英語での自己紹介や簡単なあいさつからス
タートする初級者向けの双方向のオンライン
講座。

（参加予定者）
5人

第２回公民館運営審議会　報告(２)－４

1

2

社会教育課 7月29日 9月15日

社会教育課 9月11日 配信中

（令和３年３月１５日時点）

3月22日・24日・26日
（全３回）

7

11

市川市子ども館とのコラボレーション企画。
コロナ禍でおうち時間を親子で楽しめるよう
に企画。

東日本大震災から10年に際し、今一度防災意
識を喚起。災害時に簡単に作れるあったか料
理3品を紹介。

社会教育課 12月11日 配信中

市川駅南公民館 3月10日 配信中
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令和 2 年度公民館施設の工事及び修繕について 

 

 社会教育課において、公民館施設に係る老朽化や設備の更新に対応するため

中期計画に基づく改修工事、短期計画に基づく年度ごとの計画修繕、突発的な故

障・不良に対応する小破修繕を実施している。 

 

○改修工事 （当初予算額：1,500万円） 

 快適で安全安心な公民館利用環境を提供するため、令和 2 年度は下記の改修

工事を実施。 

 

（１）本行徳公民館受水槽改修工事 

   工事期間：令和 2年 10月 30日 ～ 令和 3年 2月 26日 

   腐食が著しく漏水しているため、安全確保及び衛生環境改善のため受水

槽の改修を行うもの。 

 

○施設修繕 （予算額：7,780万円） 

 公民館利用者の安全確保・利便性向上・環境改善を図るため、下記の施設修繕

を実施。 

 

＜計画修繕＞ 

 

（１）本行徳公民館プール目隠しフェンス修繕 

   修繕期間：令和 2年 8月 3日 ～ 10月 16日 

プールに設置しているフェンスが経年劣化により一部破損し、近隣の民

家に破片が飛ぶ等の危険性があることから交換するもの。 

 

（２）南行徳公民館加圧給水ポンプ交換修繕 

   修繕期間：令和 2年 11月 25日 ～ 令和 3年 2月 26日 

設置から３０年経過した加圧給水ポンプの老朽化が著しく、故障も頻発

していることから交換するもの。 

 

（３）市川公民館調理実習室ビルトインコンロ・オーブン交換修繕 

   修繕期間：令和 2年 12月 11日 ～ 12月 24日 

経年劣化が激しく、利用者からの要望もあることからビルトインコンロ

とオーブンを交換するもの。 

 

 以下、毎年度順次実施している畳表替え（東部・南行徳）を含む 21件の計画

修繕を実施。 
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＜小破修繕＞ 

 

（１）市川駅南公民館レクリエーションホール照明修繕 

   修繕期間：令和 2年 7月 21日 ～ 8月 7日 

レクリエーションホール照明の安定器２台がショートし、複数の安定器

からも大量の油もれが生じていたため緊急で修繕する他、非常照明が点

灯しないことから併せて交換するもの。 

 

（２）空調機器故障修繕 

   修繕期間：随時 

   利用者に快適な学習環境を提供するため、空調機器の不具合に際して、随

時、不良部品の交換等により、機器を修理整備するもの。 

   対象は曽谷・行徳・西部・南行徳・中央・本行徳・信篤・柏井の 8公民館 

 

以下、突発的な施設の不具合に対応する小破修繕を 87件実施。 

 

＜環境改善＞ 

 

（１）東部公民館外５箇所便器交換等修繕 

   修繕期間：令和 2年 11月 4日 ～ 令和 3年 2月 26日 

自主避難所及び福祉避難所に指定されている公民館のトイレ洋式化及び

ウォシュレットや手すりの設置等を行い、快適に使用できるよう環境を

整えるもの。対象は信篤、東部、大野、若宮、曽谷、幸、南行徳。 

 

（２）東部公民館外１館変圧器等交換修繕 

   修繕期間：令和 2年 12月 1日 ～0令和 3年 2月 26日 

   低濃度 PCB（ポリ塩化ビフェニル）廃棄物は、PCB 特別措置法に基づき、

令和８年度末までに処理することが義務付けられていことから、PCBを含

有している変圧器の交換修繕をするもの。対象は東部、南行徳。 

 

以下、公民館の環境改善を図るための修繕を 8件実施。 

 

 

※いずれの件数も令和 3年 1月 31日現在 



第２回公民館運営審議会 報告事項について 

 

報告事項について、 

 

□意見、質問等はありません 

 

 

 

□意見、質問等があります 

 

＜意見、質問等記入欄＞ 

 

 

 

なお、いただいたご質問等につきましては、会議公開の原則に従い、回答とあわせて公表 

いたしますので、あらかじめご了承ください。 

 

                                令和３年     月     日 

 

                                氏名                         

別紙 １ 



委員名

井与久委員

松丸委員

岩下委員

令和３年　３月　　日

工事等による施設の閉鎖期間が約２年間ある
が、その間の中央公民館の運営はどのように対
応する予定なのか。

新たな施設には、それにふさわしい新たな名称
が付けられるのではないかと思う。市民が親し
みやすい名称が付けられるとより良いかと思
う。もう既に決められているのか。それとも今
後検討していくのか。どのように決めていく予
定なのか教えてほしい。

既存の２施設を統合して新築するということな
のか。

便利な立地を活かして様々な世代が使いやすい
施設を目指していただきたいと思う。

これからかもしれないが、完成のイメージがあ
ればと思う。

代替施設について検討していますが、現
段階では難しい状況です。利用者の皆様
にはご不便ご迷惑をおかけしますが、他
の公民館や集会施設等の利用を案内して
いきます。

新たな施設の名称については決定方法も
含めて、現段階では決まっていません。

八幡分庁舎と中央公民館を解体して、新
たな複合施設を建設します。

幅広い世代の方々にとって利用しやすい
施設の整備を検討していきます。

令和３年８月から４年８月にかけて建物
設計を行う予定となっています。

老朽化の改善、バリアフリー化のために複合施
設として建て替えるということは、市民にも十
分に理解できることだと思う。新たな施設の目
指す姿として「市民の誰もが個性をより活かす
ために集い、子育ての場、本と触れ合える場、
教養を育める場を兼ね備えた複合施設」という
考え方もとてもすばらしいと思う。

老朽化した施設の建て替えを行うことに
より、市民の方が安心して利用できる施
設を整備していきます。

本施設の教育委員会所管事業（案）の①②③の
施設利用ニーズは非常に高いと思われる。特に
②の利用施設は市川市においては限られてお
り、可能な限りの多スペース建設確保が望まれ
る。この意味からも最大の敷地利用を要望す
る。

別紙２

老朽化した施設の建て替えを行うことに
より、市民の方が安心して利用できる施
設を整備していきます。

防音スタジオや創作スタジオは多様な社
会教育活動の場となることが期待される
ことから、整備に向けて関係部署と協議
を進めていきます。

令和２年度 第１回公民館運営審議会書面会議　会議録

意見・質問等 回答

井上委員 八幡分庁舎及び中央公民館の建替えについて、
どちらの建物も老朽化していて、耐震性も考え
て、複合施設になる事に賛成である。

分庁舎については、時々用事で伺うが、バリア
フリー仕様になると思うと嬉しい。

子どもたちが外で遊んだり、お年寄りがベンチ
でおしゃべりできるスペースは建替えすること
で現在より広げていただけるのか。

幅広い世代の方々が自由に利用できるス
ペースを整備するよう関係部署に要望し
ていきます。

公民館のあの風情のある玄関、茶室、待合、路
地、水屋は残していただけるのか。（是非残し
ていただきたい）

柏崎市から移築した部分については本市
初の公民館として市民からの愛着も深い
ことから、移築も含め活用する方向で検
討していきます。
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